
分類
講座名

～サブタイトル～
番号 期日・会場・定員 保 幼 小 中 高 特 対象者 内容等

外部講師
（講師の所属はR5年度のもの）

小学校算数科教育講座

小学校社会科教育講座

～「社会的な見方・考え方」を働かせて思考力・判断力・表現力を育てる社会科授業づくり～

小学校理科教育講座

~子供の問題解決活動を踏まえた基礎的な観察・実験～

高等学校理科教育生物講座

～生徒の姿を見取り、評価して、授業改善につなげよう～

小学校理科教育（基礎・基本）講座

～科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する理科の授業づくり～

中学校理科教育オンライン講座

～科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する理科の授業づくり～

中学校理科教育講座

～生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を見取り、資質・能力を育成するための理科の授業の在り方～

小学校外国語教育講座【東京学芸大学現職教員研修講座】

～地球市民育成を目指した小学校外国語教育～

小学校生活科教育講座

～生活科再点検！子どもがたのしい生活科の授業づくり～

中・高等学校音楽科教育講座

～和楽器「箏」の実技演習を通し、めざす資質・能力を育成する授業づくり～

小学校音楽科教育講座

～和楽器「箏」の実技演習を通し、めざす資質・能力を育成する授業づくり～

小学校特別活動講座

～子どもが本気で話し合い、実践する学級活動の授業づくり～

中学校特別活動講座

～自分事として話し合い、実践する学級活動の授業づくり～

キャリア教育の要！特別活動講座

～子どもの学びを未来へつなぐキャリア教育～

小学校図画工作科教育講座

～造形的な見方・考え方を働かせる図工の授業を考えよう～【鑑賞編】

中・高等学校美術教育講座

～生徒が主題を見いだすための授業のヒントを考える鑑賞の活動の在り方～

中学校技術教育講座 86201
6月28日（金）浜田教育センター
＜1日＞20名

～主体的・対話的で深い学びへのヒントを探る～ 86202
11月22日（金） 浜田教育センター
＜1日＞20名

中・高等学校数学科教育講座

～生徒を主語にした数学教育の探究～

中・高等学校外国語教育講座

～バックワード・デザインの授業づくりを考える～

高等学校理科教育化学講座

～生徒の姿を見取り、評価して、授業改善につなげよう～

高等学校産業教育実技（商業）講座

令和6年度鳥取・島根連携講座（島根県が提供し、鳥取県の教職員が受講できる連携講座）一覧表

教
 
 
 
 

科
 
 
 
 

等

113
10月23日（水）松江市立宍道小学校
＜１日＞25名

○ ○ ○

1136
6月28日（金）島根大学教育学部附属
義務教育学校前期課程
＜１日＞30名

○

1279
9月6日（金）島根県教育センター
＜１日＞30名

○

○ ○

1035
9月19日（木）島根大学教育学部附属
義務教育学校前期課程
＜１日＞40名

○

小学校、中学校、義務教育学校及び特別支援学校の教員
児童が数学的に考える楽しさを知り算数の学習を楽しむ授業を構想するとともに、
数学的に考える資質･能力を育てるための算数授業力の向上及び授業改善を推進して
いく力を身に付ける。

文部科学省国立教育政策研究所　教育課程研究センター
研究開発部  教育課程調査官　　笠井健一

○
小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校（小学部）の
教員

学習指導要領の目標や内容、実践的課題を踏まえながら、「社会的な見方・考え
方」を働かせ、思考力、判断力、表現力等を育てるための授業デザインについて学
び、指導力を高める。

島根大学教職大学院　教授　加藤寿明

○ 小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校の教員
学習指導要領の趣旨を踏まえ、講義・演習、授業参観や研究協議を通して、子ども
主体の問題解決の活動を実現し、資質・能力を育成する理科の授業づくりについて
の実践的指導力を高める。

文部科学省　初等中等教育局　教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所　教育課程研究センター　研究開発部
　　　　教育課程調査官・学力調査官　有本　淳

中学校、義務教育学校（後期課程）、高等学校及び特別支援学
校の理科担当教員、理科担当実習教員

講義・演習を通して、学習指導要領（平成30年告示）と評価についての理解を一層
深め、資質・能力を育成するための理科の授業を行う実践的指導力を高める。

文部科学省　初等中等教育局　視学官
文部科学省　初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
国立教育政策研究所　教育課程研究センター　研究開発部
       教育課程調査官・学力調査官　　藤枝秀樹

1154
11月15日（金）島根県教育センター
＜１日＞24名

○

○ 小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校の教員
講義、演習等を通して、問題解決の活動を重視した理科の授業づくりについて理解
し、基礎的な観察・実験技能の習得を図る。

島根県教育センター指導主事

○

1151
11月22日（金）島根大学教育学部附
属義務教育学校後期課程
＜１日＞30名

○

○
中学校、義務教育学校後期課程及び特別支援学校（中高等部）
の理科担当教員（４回とも参加できる方）

科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する理科の授業を行う指導力を高
める。

1282
① 8月 7日（水）　②9月11日（水）
③10月22日（火）　④11月13日（水）
＜各回15:15～16:45(90分）＞20名

1231
6月6日（木）島セ（メイン会場）浜セ（サ
テライト会場）
＜１日＞60名

○ ○

○ ○
中学校、義務教育学校後期課程、高等学校及び特別支援学校
（中高等部）の理科担当教員

生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を見取り、資質・能力を育成するための理
科の授業及び評価の在り方についての理解を深め、実践的指導力を身に付ける。

文部科学省　初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
       小林一人

○

小学校、義務教育学校（前期課程）及び特別支援学校（小学部）
の教員
※小学校の内容ですが、小中連携の視点から中学校教員も歓迎
します

「目標と指導と評価の一体化」を図った授業づくり、学習評価の進め方について、
実践報告や講義・演習を通して理解を深め、教科指導力の向上を図る。

東京学芸大学准教授　阿部始子（東京学芸大学現職教員講座）

札幌市立真栄小学校　教諭　中島裕美

○
小学校、義務教育学校（前期課程）及び特別支援学校（小学部）
の教員

幼保小連携・接続の必要性についての理解を深めるとともに、気づきの質を高める
学習指導の在り方を考え、教科指導力の向上を図る。

島根県立大学　教授　高橋泰道398
10月3日（木）オンライン
＜１日＞15名

○

○ ○
中学校、義務教育学校（後期課程）、高等学校及び特別支援学
校（中・高等部）の教員

学習指導要領の理解を深め、講義・実技演習・授業づくり演習を通して、指導力の
向上を図る。

文部科学省　初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
文化庁　参事官（芸術文化担当）付　教科調査官
国立教育政策研究所　教育課程研究センター
　　　　研究開発部　教育課程調査官　河合紳和
［講師（箏演習）］大月邦弘

781
7月3日（水）浜田教育センター
＜１日＞24名

○

○
小学校、義務教育学校（前期課程）及び特別支援学校（小学部）
の教員

学習指導要領の理解を深め、講義・実技演習・授業づくり演習を通して、指導力の
向上を図る。

文部科学省　初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
文化庁　参事官（芸術文化担当）付　教科調査官
国立教育政策研究所　教育課程研究センター
　　　　研究開発部　教育課程調査官　志民一成
［講師（箏演習）］大月邦弘

1137
7月2日（火）浜田教育センター
＜１日＞24名

○

○
小学校、中学校、義務教育学校及び特別支援学校（小・中学部）
の教員

本講座では、実際の授業をもとに学級・学校づくりの柱となる学級活動の授業づく
りについて学び、日々の授業や学級経営に向けた実践意欲を高めることをめざす。

國學院大學　人間開発学部　教授　杉田　洋1300
5月1日（水）益田市立益田小学校
＜午後＞20名

○ ○

○
小学校、中学校、義務教育学校及び特別支援学校（小・中学部）
の教員

本講座では、実際の授業をもとに学級・学校づくりの柱となる学級活動の授業づく
りについて学び、日々の授業や学級経営に向けた実践意欲を高める。

國學院大學　人間開発学部　教授　杉田　洋1301
５月２日（木）奥出雲町立横田小学校
＜午後＞20名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、高等学校、義務教育学校及び特別支援学校の
教員

キャリア教育の充実が求められる背景や学習指導要領に示された理念、キャリア教
育に視点をあてた授業づくりについて、理解を深める。

筑波大学　人間系　准教授　京免徹雄1302
12月13日（金）オンライン
＜午後＞30名

○ ○

○
小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校（小学部）の
教員

学習指導要領の趣旨を踏まえ、児童の発達の段階を踏まえた表現領域と関連させた
鑑賞の活動の題材開発と授業改善を通して授業力の向上を図る。

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課
程調査官
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
文化庁参事官（芸術文化担当）付教科調査官   小林恭代

639
10月1日（火）島根県立美術館
＜1日＞20名

○

○ ○
中学校・義務教育学校後期課程・高等学校・特別支援学校（中学
部及び高等部）の美術科を担当する教員

学習指導要領の趣旨を踏まえ、生徒の発達の段階を踏まえた鑑賞の活動を表現との
関連を図った題材開発と授業改善を通して授業力の向上を図る。

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課
程調査官
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
文化庁参事官（芸術文化担当）付教科調査官　平田朝一

1256
6月18日（火）島根県立美術館
＜1日＞20名

○

817
10月2日（水）島根県教育センター
＜１日＞20名

○

中学校、義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技術分野
を担当する教職員

平成29年告示学習指導要領と評価についての理解を一層深め、講義・協議を通して
育成を目指す資質・能力を明確にした授業づくりの在り方を考え、専門的な教科指
導力をさらに高める。

〈第１回〉桃山学院大学　兼任講師　竹中章勝
〈第２回〉邑南町立瑞穂中学校　教頭　立木光史

○ ○

○ ○
中学校、義務教育学校（後期課程）、高等学校及び特別支援学
校の英語科担当教員

「目標と指導と評価の一体化」を図った授業づくりと、学習指導要領で求められて
いる「学習評価」についての理解を深め、資質・能力を育む言語活動や実践的な評
価方法について考える。

島根大学教育学部　准教授　猫田英伸

○ ○
中学校、義務教育学校（後期課程）、高等学校及び特別支援学
校の数学科担当教員

数学的な見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表現力を育む授業づくりについ
て理解し、実践的指導力を高める。

文部科学省 初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程研究センター　研究開発部
       教育課程調査官　　水谷尚人

887
11月7日（木）島根県教育センター
＜１日＞20名

○

○ ○
中学校、義務教育学校（後期課程）、高等学校及び特別支援学
校の理科担当教員、理科担当実習教員

講義・演習を通して、学習指導要領（平成30年告示）と評価についての理解を一層
深め、資質・能力を育成するための理科の授業を行う実践的指導力を高める。

文部科学省　初等中等教育局　教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所　教育課程研究センター　研究開発部
　　教育課程調査官　真井克子

1153
10月25日（金）島根県教育センター
＜１日＞25名

○

○ 高等学校（商業・情報）の教員
テクノロジーの最新の知識と技術を身に付け、今後の教育現場にもたらされる変化
を前向きに捉える素養を身に付け、新たな授業デザインの構築に向けた資質・能力
の向上を図る。

スクールエージェント株式会社　代表取締役、関東第一高等学
校　情報科講師　田中善将

206
8月7日（水）島根県教育センター
＜１日＞20名
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分類
講座名

～サブタイトル～
番号 期日・会場・定員 保 幼 小 中 高 特 対象者 内容等

外部講師
（講師の所属はR5年度のもの）

学校図書館を活用した授業改善講座

～各教科等の学習活動を支える、情報活用能力の育成と活用を考える～

就学前人権教育講座

～「気になる子ども」の背景を考える～

子ども支援実践講座

～気づく、つなぐ、支える～

国立療養所長島愛生園訪問研修 12841
8月2日（金）国立療養所長島愛生園
（松江発着）＜１日＞20名

～ハンセン病問題を考える～ 12842
7月26日（金）国立療養所長島愛生園（浜
田発着）＜１日＞20名

GIGAスクール時代の教育情報セキュリティ講座

～日々変遷を遂げる教育情報システム及び情報セキュリティの理解～

GIGAスクール時代の情報モラル講座

～1人1台端末を持つのが当たり前の時代に求められる情報モラルとは？～

不登校の理解と支援講座

～ 不登校の要因や背景について理解を深め、よりよい支援について考えたい方へ ～

子ども理解と支援講座

～ 個や集団への理解を深め、子どもへのかかわりを見直したい方へ ～

すべての教職員に役立つ！支援につながる子どもの理解講座

～子どもの願いに寄り添うための教師の基本姿勢～

教職員のかかわる力を高める実践講座

～子どもや保護者・同僚とのかかわりをよりよくしたい方へ ～

学級作り仲間作り講座

よりよい関係づくり実践講座

特別支援学校・特別支援学級における授業づくり講座

～思春期・青年期の知的障がいのある子どもの自立活動をメンタルヘルスの視点から考える～

居場所づくり・絆づくり実践講座

～教育工学を活用した全ての児童生徒が社会とつながる方法と、教職員の豊かな居場所・絆づくりも含めて～

○

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員
（R6年度は希望者多数の場合、中学校及び高等学校の教職員を
優先する）

学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、学校
図書館をどのように活用し、授業改善を図るのか。そのヒントを学び、実践的指導
力を高めることをめざす。

放送大学客員    准教授　 塩谷京子

教
育
課
題

1235
10月3日（木）オンライン
＜1日＞35名

○

1206
8月27日(火) 松江合同庁舎
＜午後＞120名

○ ○ ○
・幼稚園、認定こども園の教員
・保育所の保育士
・特別支援学校の幼稚部担当教員

○ ○

1253
9月13日(金) あすてらす
＜１日＞30名

○ ○ ○

幼児期における人権教育について理解を深めることで、子ども一人一人を大切にし
た幼児教育･保育の実践力向上につなげる。

○ ○ ○

○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

学校と社会福祉との連携の必要性について理解するとともに、児童生徒やその保護
者等の抱える困難を早期に発見し、適切な支援先につなぎ、必要な支援を確実に届
けることができる実践力を身に付ける。

教

育

の

情

報

化

1289
10月3日（木）オンライン
＜午前＞30名

○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員
※今までにハンセン病療養所に訪問経験のない方を優先する。

ハンセン病療養所への訪問を通して、ハンセン病問題について理解を深めるととも
にハンセン病問題の課題を認識し、学校での指導・啓発に活かす。

柏市教育委員会　教育研究専門アドバイザー　西田光昭

1290
10月3日（木）オンライン
＜午後＞30名

○ ○ ○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

○ ○ ○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

GIGAスクール構想の実現に向けた１人１台端末の導入や進むクラウド活用を背景
に、高まる教育情報セキュリティの重要性について理解を深め、最新の動向に関す
る講義を通じて教育情報セキュリティに関する実践力を高める。
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921
7月5日（金）オンライン
＜午後＞70名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

児童・生徒の発達の理解を踏まえたかかわりを考え、相手を大切にした支援への意
欲を高める。

島根大学　人間科学部　教授　岩宮恵子1298
9月12日（木）ハイブリッド型研修（島
根県教育センター、オンライン）
＜午後＞70名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

GIGAスクール構想の実現に向けた１人１台端末の導入等を背景に、高まる情報モラ
ルの重要性について理解を深め、最新の動向に関する講義を通じて情報モラルに関
する実践力を高める。

常葉大学　講師　酒井郷平

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

島根県の喫緊の課題である不登校への理解を深め、子どもたちの社会的な自立を目
指してどのように支えるのか、支援の視点について考え、対応する力を高める。

奈良女子大学　  教授　  伊藤美奈子

通常の学級等における特別な支援を必要とする子ども一人一人の学びの保障の視点
から、子ども理解に努め、子どもの願いに寄り添ったかかわりと支援について学
び、実践に生かそうとする態度を身につける。

宮城学院女子大学　教授　梅田真理1299
10月29日（火）オンライン
＜１日＞100名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

体験的な演習を通して、子どもや保護者・同僚とのよりよいかかわりや支援につい
て理解を深めるとともに実践力を高める。

県内講師(SC等)複数名1100
11月14日（木）島根県教育センター
＜１日＞30名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

全国の多くの学校で実施されている「スリンプル・プログラム」の実践的な取り組
みについて、開発者である曽山先生の講義と演習を通じ、学級作り、仲間作りにつ
いて学ぶ。

かかわりプログラム　Slimple代表　曽山和彦1303
5月30日（木）浜田教育センター
＜１日＞40名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

カウンセリング的なコミュニケーション力、保護者とかかわる力、子どもとかかわ
る力、事例から学ぶ力を2日間の演習を中心に学ぶ

島根県スクールカウンセラー　稲田　彰
島根県スクールカウンセラー　森田　清
島根県スクールカウンセラー　玉木　敦

1222
8月21日（水）～8月22日（木）
＜2日間＞25名

○ ○

○ 小学校、中学校、義務教育学校及び特別支援学校の教職員
知的障がいのある子どもの思春期・青年期におけるメンタルヘルスの不調に関する
基本的情報について学び、事例などを基に理解を深める。また、学校現場において
実際に指導・支援を担う教職員の役割について考える。

信州大学教育学部   准教授　下山真衣1143
9月25日（水）オンライン
＜午後＞40名

○ ○

○ ○
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の
教職員

生徒指導の実践上の４つの視点（自己存在感の感受、共感的人間関係の育成、自己
決定の場の提供、安全・安心な風土の醸成）を生かした積極的な生徒指導を推進で
きるように指導力の向上を図る。

静岡大学   准教授　塩田真吾1233
7月26日（金）オンライン
＜１日＞80名

○ ○
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